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＜全体連絡＞
看護グループ内研修のお知らせ
　日時　H29/8/30（水）

場所　管理病棟2階会議室

対象　看護新人

テーマ　精神疾患の観察ポイント

講師　松村　裕美看護師

出欠は8/21までに入力して下さい

青森県感染症発生情報

①手足口病
三戸地方＋八戸市保健所管内で「流行警報」が発令されました。現在、五所川原保健所管内を除く県内全域で、流行警報が発令されています。
手足口病は、ウイルスの感染によって、口の中や手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、特に5歳以下の乳幼児がかかりやすいとされています。感染予防のために、日ごろから石けんでよく手を洗い、タオルの共用はしないようにしましょう。気になる症状がある方は、お早めにかかりつけ医療機関を受診しましょう。
②ＲＳウイルス感染症
県全体の定点当たり報告数が過去5年間の平均と比較して、かなり多い状態が続いており、特に三戸地方＋八戸市保健所管内では定点当たり報告数が前週の2倍に増加しました。ＲＳウイルス感染症は、患者報告の大部分が0歳児と1歳児で、症状が重くなる場合があるので注意が必要です。

③ヘルパンギーナ
五所川原保健所管内、むつ保健所管内で、定点当たり報告数が前週より大きく増加しました。県全体では定点当たり報告数が７週連続で増加していることから、今後の発生動向に注意が必要です。

④流行性耳下腺炎
県全体の定点当たり報告数が、2週連続で過去5年間の平均よりかなり多くなっています。
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＜外来情報＞

我満　奈津紀様～引っ越しの荷物が片付き、生活も落ち着いてきたとの事。仕事は続けることが出来ており、家事は娘様がやってくれていると話されている。

・野月　利章様～デイナイトは疲れを感じるが、行く事は出来ているとの事。昨日から食欲が落ちている。身体の痒み、疼痛は変わらずあると話されている。希望にて次回受診は水曜にお取りする。リリカ（75）が除剤となっている。

・松村　勉様～盆は母に会ったり、お墓参りに出掛ける予定であるとの事。体調は落ち着いていると話されている。

・市澤　信行様～過去の事件をニュースで見たりした時に希死念慮が起こる事があったとの事。睡眠、身体の疼痛は変わらず、眩暈することがあったと話されている。セディール（5）除剤となり、イフェクサーSR（37.5）1C×朝食後が追加処方となっている。

